
令和4年度　保護者アンケートご意見
令和５年度より、園から配布されるクラスだよりや公文書など、紙媒体での配布を中止し配布物は、コドモン資料室への掲載を

検討します。配布中止に関して保護者の皆さまのご意見をお聞かせください。

●手紙に写真などあり、それを子供がファイルに綴って楽しみに見ているので、用紙のままが好ましいです。

●賛成です。

 ●紙廃止は賛成です。コドモン機能で、写真や動画などアップ拡大できる機能があればと思っています。

●コドモンでの確認であれば、外出先でもいつでも確認しやすいので助かります。

●クラスだよりは全てファイルに納めていたのでコドモンだとずっとは残らないのでちょっと残念です。

●紙での配布があるとすぐ手にとって確認することができていいと思ったが、配信のみで確認できるならそれでもいいと思います。

●携帯で確認が出来るので中止で良いかと思います。

 ●いいと思います。

 ●環境問題のために廃止するのはいいと思う。でも行事のお知らせなどは手元にないと忘れそう。

 ●コドモンで日程の確認ができるのであれは、紙媒体での配布の中止をしても、問題ないと思います。

●資料室への掲載の方が、今月の予定などを確認しやすいのでありがたいです。

●毎月の配布物に関しては省略してもよいと思うが献立表は紙で欲しいです。

●賛成です

●コドモンで掲載して欲しいです。是非お願いします。
お手紙を貰ってきてもたまに忘れてる時があったのでコドモンだと外出先でもすぐ確認出来るのでありがたいです。

●印刷物を減らすことには賛成です。
毎月の保育料等の通知用の封筒も無くすか、再利用も良いかと思っています。
ただ、月行事日程が載ってる園だよりは紙でもらいたい気持ちはあります。

●配布された資料だと、見返そうとした時に探したり、すぐに見たい時に見れなかったりするのが大変だったので、コドモン資料室で
の配布だとすごく助かります。



●賛成です。

●了解しました。

●コドモンのアプリが見れなくなったりするので、紙もあったら本当は嬉しい。

●ペーパーレス化は良いと思います。アプリでもすぐに必要な情報が取りやすいようにお願いします。

●賛成です。

●クラスだより等はコドモンへの掲載でいいと思いますが、行事についての文書は紙でもらいたいです。

●良いと思う。

●良いと思う。

●外出先でも行事の日程等確認できるのでコドモンに掲載してもらえる方がありがたいです。

●コドモン掲載の方がいつでも確認できるので助かります。

●特にありません。

●ケータイ持ち歩いてるのでいつでも確認できるのはいいと思います。

●コドモン資料室の掲載賛成です。

●行事の予定をいつでも確認する事ができ、紙媒体より管理がしやすいので、良いと思います。

●とても良いと思います。

●そのほうがいいです。

●資料室の掲載場所を事前にお知らせください。

●紙媒体は献立など冷蔵庫に貼り付けパッと目で見やすくとても良かったです。
でも、いずれ処分になってしまうので配布中止には賛成です。
いつでも再確認が出来るのでいいと思います。

●紙媒体の配布中止に賛同です。
行事の参加可否等の提出忘れや手間がなくなるのと、このような便利なアプリを園で利用されているのなら最大限に活用すべきだと思
います。

●子供が1人ではないので、家族みんなで共有できるようにキッチンにはってるので、ネットでの送信のみになると困る。　行事や今
月の連絡を忘れてしまう。



●クラス便りはとっているので配布して欲しい

●今まで通り公文書など紙配布の方が良いかなと思います。

●ペーパーレスとてもいいと思いますが何年後にこうだったね～と振り返りができないのが残念です。

●クラスだよりは子供が写っている物を取り置いているので紙媒体であっても良いかなと思います。

●コドモンの利用が難しい方へ別の対応が出来るのであれば配布中止でいいと思います。

●なし

●子供のお手紙渡しそびれも防げると思うので良いと思います。

●良いと思います！

●アプリでの掲載の方がいつでも確認できるので助かります。

●賛成です。

●紙媒体での配布を希望します。特に幼児食こんだて表は紙媒体での配布を希望します。

●個人的にはスマホから予定などすぐに確認が出来るし、先生達の配布の手間や紙の費用などコスト削減に繋がると思うので良いと思
います。

●クラスだよりが来た時には「お手紙あるよー」と嬉しそうに自分で手に取って写真など見ているので、クラスだよりだけでも配布し
てほしいかなと思います。
クラスだよりを見て「こんなしてるんだよ～」と話を聞く機会になってます。

●親へ向けての対応としては、異論ありませんが、クラスだより等、子どもが自分の写っている写真を見ながら、こんなのやったんだ
よとお話する機会にも、なっていたので、それが無くなるのかなと思うと、少し寂しい感じもします。


